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月
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．
、
、
、

7
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璽
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“

躍
囹
調
．
、
簾
膿

蕪羅灘、

　　馨　莚
難
、

　
馨

　
糞
甘

難
慈
講
”

鞭

聾
灘
懸構

難
．
融 憩

辮
欝

鷺蕪

羅
灘
羅

　尭肇
拳
．
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も

ウ
灘
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．
麗
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鐵

櫨

”
　
　
ン

叢

障

　導棄
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欝
㎜
』

　
　
騨

藁
蟹
．
灘

“∞

灘
．

懸
囎嚢鑛
　　■

、
震
．鑛

騨
，

聾i撫

遜

糠職職

　　鑛
　　灘
　　撫
　難

　
顯瓢

　
燃
・

達
．
叢
慧

　
　
　
　
、
鐡
．

　
　
雛
昏
難

　
　
　
　
　
　
、
降

　
　
　
　
　
漁

纏

遜

　
“
灘

鍵
脳
鮨
　
謡

轍齪
’

難
貌

、
羅

　
溝

、
撚
醜
濯
、
毒

灘

蓬

購

瀦
　
藻

灘

義

転鍵
螺
藩

黙
嚢雛

　
　
　
　
　
灘
㎜
　
醐
　
盟
測

　
　
　
　
　
鞭
鎌
蟹
辮
理
灘

　
　
　
　
　
朋
撚
、

　
　
　
　
　
　
　
　
鑛

・
羅
醗
毒
霧
嚢
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

《人ロの動き》　男2，614（一10）女2，641（±O）計5，255（一10）世帯数1，533（一3）
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蜷
難
－

　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈
，

●

騰
灘
繍

　
な
だ
れ
な
ど
の
雪
害
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
な
だ
れ
が
発
生
し
た
場

合
に
は
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。　

松
代
町
役
場
盈
七
－
二
二
二
〇

国
道
2
5
3
号
線
は
2
4
時
間
除
雪
体
制

　
新
潟
気
象
台
発
表
の
十
二
月
か
ら
二
月
の
三
ヵ
月
予
報
で
は
、
十

二
月
は
暖
か
く
穏
や
か
な
日
が
多
い
が
、
一
月
後
半
に
は
冬
型
が
強

ま
り
一
時
大
雪
の
恐
れ
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
昔
か
ら
カ
マ
キ

リ
の
巣
の
高
さ
な
ど
で
、
雪
の
量
を
占
う
方
法
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
が
、
そ
ち
ら
の
予
報
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
・

　
ど
ち
ら
に
し
て
も
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
町
で
は
、
皆
さ
ん
の

足
を
確
保
す
る
た
め
万
全
の
体
制
を
期
し
て
冬
将
軍
に
備
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
道
2
5
3
号
線
は
北
陸
と
関
越
の
両
高
速
道
路
を
結

ぶ
重
要
路
線
と
し
て
、
2
4
時
間
の
除
雪
体
制
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
の
除
雪
路
線
は
昨
年
と
同

じ
一
二
五
・
七
㎞
（
国
道
・
県
道

七
九
・
八
㎞
、
町
道
四
五
・
九
㎞
）

特
に
大
雪
と
な
ら
な
い
限
り
皆
さ

ん
の
足
確
保
の
た
め
、
完
全
無
雪

化
を
目
指
す
予
定
で
す
。

　
除
雪
の
一
番
妨
げ
に
な
る
の
が

路
上
駐
車
で
す
。
そ
の
た
め
に
除

雪
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
り
遅
れ
た
り

し
て
、
み
ん
な
の
迷
惑
に
な
り
ま

す
。
絶
体
や
め
ま
し
ょ
う
。

苧島
　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　滝沢　　　の　　　井1子声
ハイハ．為
，≦．z瑠　片桐山

畦

　
毎
年
の
よ
う
に
、
除
雪
車
に
よ

る
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。　

近
く
に
い
る
人
程
除
雪
車
か
ら

は
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め

に
、
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、
お
年

寄
り
の
方
や
子
供
に
は
注
意
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
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∠」

凡 例

国道除雪路線

県道除雪路線一・一・一・

町道除雪路線・一…一・’・一・・
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林
道
室
野
城
山
線
竣
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
待
さ
れ
る
多
目
的
な
利
用

　
林
道
室
野
城
山
線
の
工
事
が
こ

の
ほ
ど
完
了
し
、
福
島
部
落
を
起

点
と
す
る
林
道
福
島
線
と
接
続
開

通
し
ま
し
た
。

　
こ
の
林
道
は
、
室
野
地
内
の
県

道
月
池
松
代
線
を
起
点
と
し
て
、

室
野
城
跡
の
南
斜
面
中
腹
を
西
方

向
に
走
り
、
大
島
村
に
隣
接
す
る

正
面
倉
山
の
麓
に
終
点
を
置
く
、

延
長
六
、
六
四
四
m
、
幅
員
四
m
の

林
道
で
す
．

　
こ
の
事
業
は
、
昭
和
五
十
五
年

に
国
等
の
補
助
を
受
け
て
林
道
改

築
事
業
（
延
長
三
、
五
〇
〇
m
）
と

し
て
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
昭
和

六
十
年
か
ら
は
林
道
開
設
事
業
（
延

長
三
、
一
四
四
m
）
と
し
て
継
続
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
総

事
業
費
は
二
億
六
千
五
百
万
円
。

今
回
の
林
道
福
島
線
と
の
接
続
に

よ
り
、
総
延
長
九
、
五
四
〇
m
の
民

有
林
林
道
の
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
森
林
の
施
業
及
び
松

代
町
の
上
水
道
水
源
地
域
等
の
保

全
管
理
が
容
易
に
な
り
、
そ
の
効

率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
林
道
沿
い
に
は
室

野
城
跡
や
釣
り
堀
も
あ
り
、
今
後

の
遊
歩
道
の
整
備
等
と
併
せ
て
多

目
的
に
利
用
さ
れ
、
地
域
の
産
業

文
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

▲
竣
工
式
（
1
1
月
1
6
日
）

　
来
賓
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

穆亀、￥￥＆璽

　　　　　室

　　　　◎野
　　o　　◇　●●●　　◇

　　堵灘‘：許．．

　　　．＝◎9・・’　●・・9

　　．亀3●。　　．；筆＄●・

　　　●9●
　　　の
＼●導海’“

▲キノコの講習会後、キノコ汁とバー

　ベキューに舌鼓。もちろん飲み物も。

　この日は海が良く見えました。

室野城山線路線図

、ず

勾

♂町
ノ猷

〆
＼

　
　
　
　
　
　
ゆ
蔚
※

福・藷

・懲勿

室野城山
　＼△

禽＼

〆一幅隔、
1

￥

　
》
釣
り
堀

　
　
シ
ー
ズ
ン
に
は
町
外

誠
、
　
　
　
か
ら
も
釣
り
客
が
。

　
／

　
　
　
げ

　
　
　
　
託

　
　
　
　
　
蜂

1
－
ノ

　
。
！

　
　
、
／

ノv／　／’
　ダ　／
．ノ

／

＼

4》＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
　
　
　
　
　
　
、

欝
　
△
猿
押
－
＼

　
　
　
＼
＼

　
　
　
、
．

　ゆ
轡／

松之山町

　
　
ノ

　
　
　
’

　
　
　
メ

　
　
　
ノ
ノ

＼
，

、

榔

　　￥、

　　＼　　、、
　　　＼　　 ／

大島村馬一、、／
　　　　　〉●
　　　　　、
　　　　　ノ
　　　　　〆
　　　　　曳
　　　　　￥
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十
一
月
二
十
三
日
、
京
都
の
青

年
国
内
研
修
団
の
一
行
八
人
が
当

町
を
訪
れ
、
元
気
会
と
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
京
都
府
教
育
委
員
会

窃
～
ひ

研

修
団

元
気
会
こ
交
流
会

が
企
画
し
た
も
の
で
、
ユ
ニ
ー
ク

な
活
動
を
し
て
い
る
松
代
町
の
元

気
会
と
の
交
流
に
よ
り
、
青
年
団

活
動
の
運
営
と
現
状
、
行
政
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
事
例
発
表

蓬
拶
響

▲事例発表する菅井幹雄さん

　冬の陣への協力、鼓童公演など、元気会の

　活動を発表。

や
意
見
交
換
を
し
、
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。
元
気
会
が
交

流
相
手
に
選
ば
れ
た
の
は
、
新
潟

県
の
教
育
委
員
会
の
推
薦
に
よ
る

と
の
こ
と
。

　
午
後
三
時
頃
到
着
し
た
一
行
は
、

早
大
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
や
松
代
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
冊
清
水
小

学
校
）
な
ど
の
施
設
を
見
学
し
た

後
、
早
稲
田
ク
ラ
ブ
松
苧
ド
ミ
ト

リ
ー
で
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
自
己
紹
介
の
後
、
最

初
に
、
京
都
に
お
け
る
青
年
団
活

動
の
現
状
に
つ
い
て
の
事
例
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
京
都
で
は
民

間
団
体
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
活
動

が
活
発
で
、
青
年
団
は
住
民
に
あ

ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
し
、
地

域
的
な
活
動
も
あ
ま
り
し
て
い
な

い
。
今
回
は
他
県
の
青
年
団
の
活

動
を
知
る
こ
と
が
目
的
」
と
い
う

旨
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
町
か
ら
は
、
元
気
会
の
菅
井

幹
雄
さ
ん
と
社
会
教
育
主
事
の
樋

口
彰
さ
ん
が
ビ
デ
オ
を
交
え
な
が

ら
、
元
気
会
の
活
動
状
況
や
行
政

の
青
年
団
に
対
す
る
取
り
組
み
な

ど
の
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
　
「
高
校
生
対

象
の
ジ
ュ
ニ
ア
元
気
会
を
作
る
」

「
来
年
は
ぜ
ひ
京
都
に
研
修
に
行

き
た
い
」
な
ど
の
意
見
も
。

▲参加者全員での記念撮影

　
そ
の
後
は
、
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
の
楽
し
い
交
流
会
に
。
す
っ
か

り
意
気
投
合
し
、
終
了
し
た
の
は

午
前
三
時
を
過
ぎ
て
い
た
と
い
う

話
も
…
…
。
や
っ
ぱ
り
若
さ
で
す

ね
～
。
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　轟　
村
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
語
り
合
い
、
今
後
の
地
域
社

会
に
お
け
る
活
動
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
文

部
省
主
催
の
「
学
ぶ
青
年
全
国
集

会
i
n
の
と
」
が
、
九
月
二
十
一

日
か
ら
三
日
問
、
石
川
県
羽
咋
市

で
開
催
さ
れ
、
犬
伏
の
柳
雅
彦
さ

ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
仏
両
国
の
青
少
年
指

導
者
を
交
流
さ
せ
、
相
互
の
理
解

と
青
少
年
指
導
者
の
育
成
を
目
的

と
し
た
「
日
仏
青
少
年
指
導
者
セ

▲国立能登青年の家にて

　　　前列左から一番目が　柳　雅彦さん

ミ
ナ
ー
」
に
は
、
松
代
の
品
田
靖

さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
十
月
十
一
日

か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
十
七
日
問

フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
か
ら
そ
の
体
験
に
つ
い

て
、
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
村
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
は

ま
ず
、
人
づ
く
り
が
大
切
か
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
若
い
人
た

ち
か
ら
ど
ん
ど
ん
こ
う
い
っ
た
研

修
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
昨
年
、
青
年
の
丘
と
い
う
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
の
研
修
会
に
参
加
し

て
い
た
時
に
、
こ
の
全
国
集
会
の

事
を
知
り
ま
し
た
。
自
分
の
卒
業

し
た
学
校
の
後
輩
も
参
加
し
て
い

た
と
聞
き
、
自
分
も
ど
ん
な
集
ま

り
な
の
か
一
度
参
加
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

そ
こ
へ
総
合
セ
ン
タ
ー
の
樋
口
さ

ん
か
ら
、
参
加
し
て
み
な
い
か
と

お
誘
い
が
あ
っ
た
の
で
、
あ
ま
り

の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
さ
に
驚
き
つ

つ
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　

い
ざ
現
地
に
着
き
ま
す
と
、
さ

す
が
に
初
め
の
う
ち
緊
張
し
ま
し

た
が
、
開
催
地
の
人
の
心
づ
か
い

に
よ
り
そ
の
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
集

会
の
主
目
的
で
あ
る
分
科
会
で
自

分
の
言
い
た
い
事
が
言
え
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
間
に
、
鼓

童
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
、
松

代
の
前
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
山

口
県
の
人
よ
り
、
私
達
も
ガ
ン
バ

リ
ま
す
か
ら
柳
さ
ん
達
も
ガ
ン
バ

に
参
加
し
て

ッ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
自
分
は

あ
ま
り
コ
ン
サ
ー
ト
に
協
力
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も

結
果
的
に
成
功
し
た
の
で
、
山
口

の
人
の
言
葉
に
報
い
る
事
が
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
だ
け
が
こ
ん
な
貴

雅
　
彦
（
犬
伏
）

重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

他
の
人
た
ち
に
申
し
訳
な
い
気
が

し
ま
す
。
ど
う
か
、
も
っ
と
多
く

の
人
か
ら
こ
の
よ
う
な
会
に
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
研
修
会
は
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
、
来
年
は
東
北
の
岩

手
県
で
開
催
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

感
麗
撫

▲輪鷲禦協・し）も担ぎました
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フ
ラ

ス
を
旅
し
て

　
今
回
の
研
修
日
程
は
四
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
．

　
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
到
着
後
パ
リ

に
滞
在
。
文
部
省
、
ス
ポ
ー
ツ
省

な
ど
の
政
府
機
関
を
、
地
下
鉄
と

徒
歩
で
訪
問
。
食
べ
物
に
全
く
不

自
由
は
な
い
も
の
の
、
連
日
夕
食

は
八
時
過
ぎ
に
よ
う
や
く
始
ま
り

た
っ
ぷ
り
二
時
間
以
上
。
し
か
も

必
ず
ネ
ク
タ
イ
着
用
。
時
差
ボ
ケ

と
歩
き
疲
れ
で
、
デ
ザ
ー
ト
が
出

諺
藩
製

躍ー

品
田
　
　
靖
（
松
代
）

　
　
　
　
　
　
ま
ぶ
た

さ
れ
る
頃
に
は
瞼
が
重
く
て
…
。

　
次
に
、
パ
リ
か
ら
列
車
で
（
T

G
V
と
時
間
程
の
所
に
あ
る
”
ア

ン
ジ
ェ
市
”
に
滞
在
。
市
役
所
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
レ
ジ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
（
学
校
外
教
育
の
施

設
）
を
訪
問
。
　
（
写
真
参
照
）

　
次
に
、
「
ソ
ミ
ュ
ー
ル
」
と
い
う

中
世
の
お
城
が
建
ち
並
ぶ
ロ
ワ
ー

ル
川
流
域
に
あ
る
小
さ
な
い
な
か

町
へ
。
こ
こ
で
最
も
気
掛
か
り
だ

ソミュールでのホームスティ

　　　ー番右側が　品田　靖さん

っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
が
行
わ
れ
た
。

政
府
の
担
当
者
の
話
で
は
「
今
で

は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ほ
と
ん
ど
が

　
　
　
り
ゅ
う
ち
よ
う

英
語
を
流
暢
に
話
し
、
若
い
人
の

多
く
は
高
校
卒
業
ま
で
に
三
ヶ
国

語
以
上
話
せ
ま
す
」
の
は
ず
だ
っ

た
。
が
、
私
が
お
世
話
に
な
っ
た

若
い
夫
婦
は
、
二
人
共
仏
語
以
外

話
せ
な
い
。
片
言
の
英
語
で
何
と

か
意
思
の
疎
通
は
図
れ
た
が
、
そ

れ
に
よ
る
と
「
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
、
高
校
で
六
年
間
英
語
を
楽

　
　
　
　
　
　

し
く
勉
強
す
る
の
だ
が
、
話
せ
る

よ
う
に
な
る
の
は
ご
く
一
部
の
生

徒
だ
け
」
と
の
事
。
こ
の
ホ
ー
ム

ス
テ
ィ
で
は
、
東
北
の
方
と
一
緒

だ
っ
た
の
で
す
が
、
彼
の
言
葉
も
、

語
尾
の
「
…
ハ
ア
」
以
外
、
辞
書

が
い
る
く
ら
い
わ
か
ら
な
い
。
「
日

本
語
を
教
え
て
欲
し
い
」
と
い
う

家
族
に
、

q
Φ
く
○
仁
ω
●
O
P
冥
δ
」
は
「
な

じ
ょ
も
」

「
℃
①
算
①
」
は
「
み
じ
ょ
い
」

と
、
松
代
弁
で
教
え
て
あ
げ
た
。

　
次
に
再
び
パ
リ
に
帰
り
、
フ
リ

ー
タ
イ
ム
。
　
「
ミ
ラ
ボ
ー
橋
の
下

セ
ー
ヌ
河
は
流
れ
、
我
ら
の
恋
が

流
れ
る
…
…
」
と
歌
わ
れ
た
ミ
ラ

ボ
ー
橋
ま
で
一
人
歩
い
て
み
た
。

時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
て
い
く
様

で
、
こ
こ
で
よ

う
や
く
旅
情
を

か噛
み
し
め
る
。

途
中
エ
ッ
フ
ェ

ル
塔
に
寄
っ
た

が
、
サ
イ
フ
を

忘
れ
て
き
た
事

に
気
付
き
、
結

局
歩
い
て
登
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
で

の
日
常
生
活
は
、

不
便
で
あ
る
．

（
た
だ
し
、
そ

れ
は
我
々
の
生

活
が
非
常
に
便

利
に
な
り
過
ぎ

た
か
ら
か
も
し

れ
な
い
）

「
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
ほ
と
ん
ど
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
な
い
」

「
蛇
口
か
ら
出
る
水
は
飲
め
な
い
」

し
か
し
、
彼
ら
に
言
わ
せ
る
と
、

「
ハ
ン
カ
チ
を
使
い
洗
え
ば
良
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ナ
ゼ
日
本
で
は
、
飲
め
る
水
を

ト
イ
レ
に
流
し
、
し
か
も
車
ま
で

洗
う
と
は
ど
う
し
た
こ
と
か
」
と
。

　
資
源
問
題
が
テ
レ
ビ
新
聞
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
、
確
か
に
我

々
の
生
活
そ
の
も
の
を
振
り
返
っ

て
見
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
が

あ
る
。

アンジェレジャーセンターにて

　
最
後
に
、
政
府
の
担
当
者
が
別

れ
る
時
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
れ
た

の
で
あ
る
が
、
　
「
科
学
的
に
も
、

経
済
的
に
も
大
躍
進
し
た
日
本
…

云
々
…
」
と
我
が
日
本
へ
の
賛
辞

か
と
思
っ
た
が
、
通
訳
が
、
言
い

か
け
て
や
め
た
言
葉
を
後
で
聞
い

て
み
た
。
　
「
心
に
全
く
ス
ト
ッ
パ

ー
を
持
た
な
い
国
民
の
皆
様
」
と

い
う
様
な
事
を
言
っ
て
い
た
ら
し

い
。
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》
農
業
祭
（
3
日
）

　
　
　
　
▼

▼芸能発表会（3日松代小学校）

懇
懸灘懸　懸騰纏

謙
、

　好評！
ホダ木ボーリング〉

ご繍．ダ憲寵・

ン激劉寂輪

彌細瓢、

灘

　
　
畿
辮
騨

、
，
蠣
藝
．
翻
磁

Q
議

魏
▲
の
芝

　
　
↓
融
難
脳
、

　
　
　
　
鞍

　
　
　
　
　
欝

｝
　
　
蕪
．

こ園まつり
峠3日）

たち
な
一

小さ

スタ

、
齢

織
懸　
耀

蒲
生
保
育
園
お
ゆ
う
ぎ
会

く

撫響爵
麟

離

　購　麟
薦

鍵撫㌦

麟撫1謎臆

1…ll…騒

鞠鷺
躍

駕．

鞭

》お
楽
し
み

　
抽
選
会

撰
灘
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…難醗麟糞灘雛雛轟
　”’％甥1脳ll鶴1鴇鷺撚繍脇1糀鎚、蝋蝋、、、、、備魏欝1

〈郡6人制バレーボール選手権大会
　（松代町総合体育館”日）

　　1位　紅睦会（浦川原村）

　　2位昇勢会（松之山町）
　　3位　Matsuko（松之山町）
　　4位　スターダスト（安塚町）

　　　　　　　〈12チーム参加＞

接続開通

▲福島の主婦12人が開通したばかりの林道をハイ

キングしました。林道を室野側から入り、室野城

山（城跡）でお昼を食べ、福島へ帰るというコー

スです。城山ではおいしい肉汁でお昼を食べ、そ

の後力ラオケを楽しみました。

松＞
代

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

認
証
5
周
年
記
念
式
典

　
　
（
総
合
体
育
館
2
5
日
）

灘

　
　
　
　
　
　
〉

犬
伏
保
育
園
お
ゆ
う
ぎ
会

撫

　
む
く

爺
　

熱演ノ

融
蕪

蝉
㌔
u
■
穐

灘

騰職．鱒
顯麟

餉

1羅　　莚

慧踵1
　　綜灘

購

：雛

騰
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鑛欝

松
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
定
5
周
年
記
念
式
典

齢
驚
蒸

「
誠
実
実
行
で
奉
仕
す
る
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
町
内
有
志
（
3
8
名
）

で
組
織
さ
れ
て
い
る
松
代
ラ
イ
オ

ン
ズ
タ
ラ
ブ
の
認
証
五
周
年
記
念

式
典
が
、
十
一
月
二
十
五
日
、
来

賓
や
県
内
他
地
区
の
会
員
な
ど
関

係
者
約
三
百
名
が
出
席
し
、
松
代

町
総
合
体
育
館
に
お
い
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
米
国

に
本
部
を
置
く
国
際
的
な
社
会
奉

仕
団
体
で
、
　
「
自
由
、
知
性
、
わ

が
国
民
の
安
全
」
と
い
う
意
味
の

英
語
の
頭
文
字
か
ら
命
名
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
式
典
は
関
谷
松
雄
さ
ん
と
佐
藤

▲　あいさつをする

　　関谷　政一氏

靖
子
さ
ん
の
司
会
で
進
行
し
、
参

加
ク
ラ
ブ
の
紹
介
、
関
谷
政
一
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
方
々
の

祝
辞
、
感
謝
状
の
贈
呈
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
特
に
参
加
ク
ラ
ブ

の
紹
介
で
は
、
紹
介
さ
れ
た
会
員

が
立
ち
上
が
り
、
両
手
を
上
げ
て

「
ウ
オ
i
」
と
ラ
イ
オ
ン
の
鳴
き

声
で
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

こ
の
会
な
ら
で
は
の
も
の
。

　
ま
た
、
こ
の
ク
ラ
ブ
の
事
務
局

を
し
て
い
る
柳
コ
メ
さ
ん
（
松
代
）

に
は
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
祝
宴
で
は
、
村
山
達
三
さ
ん
が

も
う
そ
う

孟
宗
竹
を
二
つ
に
割
っ
て
作
っ
た

お
皿
に
、
こ
の
日
の
た
め
に
春
か

ら
準
備
し
た
山
菜
料
理
が
盛
ら
れ
、

ア
イ
デ
ア
と
お
い
し
さ
が
好
評
を

博
し
て
い
ま
し
た
。

　
玉
扇
会
、
睦
会
、
越
正
会
の
子

供
た
ち
に
よ
る
踊
り
や
民
謡
が
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
披
露
さ
れ
、

ま
た
、
自
然
芋
や
ぜ
ん
ま
い
な
ど

が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
楽

し
い
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。

》

柳
コ
メ
さ
ん
に
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
る
。

　
な
お
、
五
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
松
代
町
総
合
体
育
館
グ
ラ
ン

ド
側
へ
大
時
計
一
基
、
松
代
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
金
一
封
、
千
年

の
ス
キ
ー
場
に
安
全
標
語
標
柱
、

松
代
町
青
少
年
健
全
育
成
活
動
に

助
成
な
ど
の
寄
付
・
寄
贈
が
行
わ

れ
ま
し
た
．

　
松
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
ま

す
。

▲　竹で作ったお皿に盛られた山菜料理に

　　　　　　　　　　祝宴も盛り上がる。

　　　　　　　　　　　　wゾ
ちょっと英語を

　かじりたい方のために
ライオンズクラブ「LionsCIub」

米国に本部がある国際的な社会奉仕
団、Liberty（自由）、lnte”igehce（知

性）、Our　Nation’s　Safety（わが国

民の安全）の頭文字からの命名。
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村
山
宇
一
郎
さ
ん

　
　
　
勲
五
等
双
光
旭
日
章
受
章

　
　
　
　
　
　
農
業
振
興
・
地
方
自
治
に
功
積

　
平
成
二
年
度
の
秋
の
叙
勲
で
村

山
宇
一
郎
さ
ん
（
室
野
八
十
二
才
）

が
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
村
山
さ
ん
は
、
戦
後
の
混
乱
期

に
お
い
て
、
農
地
委
員
会
長
・
農

業
委
員
会
長
と
し
て
食
糧
の
供
給

増
産
、
農
地
改
革
等
に
ご
尽
力
さ

れ
、
ま
た
、
農
協
組
合
長
と
し
て

営
農
技
術
指
導
、
農
業
基
盤
の
整

備
、
農
業
所
得
の
増
大
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
面
で
は
、
奴
奈
川
村
議
会

議
員
・
議
長
、
及
び
村
長
も
歴
任

さ
れ
、
指
導
的
立
場
で
復
興
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
あ
ら
ゆ
る
組
織
に
お
い

て
の
農
業
の
振
興
と
、
地
方
自
治

の
確
立
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
高

く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
章
と
な

っ
た
も
の
で
す
．

　
先
日
、
写
真
を
撮
り
に
自
宅
へ

お
伺
い
し
た
の
で
す
が
、
お
顔
の

血
色
も
良
く
、
背
筋
も
伸
び
て
お

り
、
と
て
も
八
十
二
才
と
は
思
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
と
も
お
元

気
で
、
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
那

　
　
　
　
　
　
　
　
　
艀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

　　　　　　　　　　大伏ひまわり会

　国道253号線伊沢橋手前の犬伏停留所脇に、
このほど犬伏のひまわり会（会長山本キミさん）

の皆さんが、花いっぱい運動の一環としてチュ

ーリップと水仙の球根を植えました。

　球根は、毎週日曜日に二人ずつで行っている、

役場から委託された停留所の清掃代金で購入し

たものです。来年の春も花の苗を購入し、植え

る予定です。

　停留所の回りは、毎年四季折々の花が咲き乱

れ、行き交う人の目を楽しませてくれることで

しょう。

　　　　　　　　　　　’・一蓋

▲　停留所の清掃をする会員の皆さん

　会員は現在犬伏部落の主婦12名。

松
代
町
農
業
賞

　
　
　
高
橋
勝
美
さ
ん
受
賞

　
去
る
十
一
月
三
日
、
農

業
祭
会
場
に
て
、
莇
平
の

高
橋
勝
美
さ
ん
が
本
年
度

の
農
業
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
家
族
六
人

で
水
田
一
・
八
㎞
を
耕
作

す
る
と
共
に
、
肉
用
繁
殖

牛
二
十
頭
、
肥
育
牛
六
頭

を
飼
育
し
て
い
る
農
家
で
す
。

　
転
作
に
よ
る
飼
料
作
物
及
び
山

野
草
を
活
用
し
、
肉
用
牛
を
主
体

と
し
た
経
営
に
取
り
組
み
、
副
産

物
で
あ
る
堆
き
ゆ
肥
を
水
田
等
に

還
元
し
て
地
力
の
増
強
を
図
り
、

耕
畜
連
携
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
莇
平
共
同
畜
舎
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
と
共
に
、
畜
産
部
会
の

中
心
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
仲
間
づ

く
り
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
受
賞
は
こ
れ
ら
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。
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シ
リ
ー
ズ
⑭

カ
シ
ラ
ダ
カ

　
　
　
　
　
　
　
松
　
　
永

　
カ
シ
ラ
ダ
カ
と
言
い
ま
す
と
「

タ
カ
」
の
仲
間
と
思
う
人
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
　
「
タ
カ
」
の
仲
間

で
は
な
く
、
ス
ズ
メ
目
ホ
オ
ジ
ロ

科
に
分
類
さ
れ
る
「
ホ
オ
ジ
ロ
」

の
仲
間
で
す
。
漢
字
を
当
て
て
書

く
と
「
頭
高
」
と
で
も
書
く
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
本
種
が
サ

エ
ズ
リ
を
す
る
時
に
冠
毛
（
頭
頂

部
の
羽
毛
）
を
立
て
て
鳴
く
こ
と

か
ら
の
よ
う
で
す
。

　
大
き
さ
は
、
ス
ズ
メ
よ
り
若
干

大
き
く
、
十
五
セ
ン
チ
位
で
す
。

頭
部
に
短
い
冠
毛
が
あ
り
、
雄
の

夏
羽
で
は
頭
上
と
頬
が
黒
く
、
眉

斑
と
喉
以
下
の
下
面
が
白
く
、
胸

に
褐
色
の
帯
と
黒
い
縦
斑
が
あ
り

ま
す
。
雌
と
雄
の
冬
羽
は
下
面
が

白
く
胸
か
ら
脇
に
褐
色
縦
斑
が
あ

り
、
腰
は
赤
褐
色
で
す
。

　
本
種
は
繁
殖
が
終
了
す
る
と
換

羽
し
て
秋
に
渡
来
し
ま
す
が
、
頭

部
だ
け
は
春
に
も
う
一
度
換
羽
し

て
渡
去
し
繁
殖
を
し
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
本
種
の
仲
間
の
オ
オ
ジ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洗

リ
ン
は
繁
殖
後
の
換
羽
で
冬
羽
に

な
っ
て
渡
来
し
、
日
本
で
越
冬
し

て
い
る
間
に
頭
部
の
羽
毛
の
先
端

が
す
り
へ
っ
て
黒
色
に
変
わ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
種
の

場
合
、
時
に
は
変
わ
り
者
（
鳥
？
）

が
い
て
、
バ
フ
変
の
個
体
が
お
り
、

標
識
調
査
の
際
に
は
雌
雄
、
成
幼

鳥
の
識
別
に
苦
労
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
数
多
く
標
識
す
る
こ

と
に
よ
り
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
カ
シ
ラ
ダ
カ
は
、
毎
年
全
国
各

地
で
標
識
調
査
の
た
め
捕
獲
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
平
成
元
年
は
全
国

で
八
九
四
四
羽
、
昭
和
六
十
三
年

は
九
九
六
八
羽
、
昭
和
六
十
二
年

に
は
一
〇
六
二
五
羽
の
放
鳥
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
数
は
昭
和
五
十

七
年
頃
か
ら
減
少
し
は
じ
め
、
現

在
は
一
万
羽
を
割
っ
て
し
ま
っ
た

数
字
で
す
。
今
後
こ
の
傾
向
が
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
原
因
と

し
て
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
渡
来
後
の
生
息
場
所

で
あ
る
ア
シ
原
の
減
少
や
、
密
猟

な
ど
で
毎
年
相
当
数
が
捕
獲
さ
れ

て
焼
鳥
な
ど
で
食
べ
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
標
識
調
査
の
結
果
、
本
種
は
シ

ベ
リ
ヤ
で
捕
獲
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
繁
殖
地
は
ソ
連
の
ヤ
ク
ー

ツ
ク
地
方
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
を
経

て
コ
マ
ン
ド
ル
諸
島
に
達
す
る
地

域
で
、
日
本
に
秋
渡
来
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
筆
者

が
中
頸
城
郡
大
潟
町
で
一
九
八
八

年
十
月
二
十
二
日
に
標
識
放
鳥
し

た
雄
の
幼
鳥
が
、
一
年
後
の
一
九

八
九
年
十
月
二
十
五
日
に
宮
城
県

で
再
捕
獲
さ
れ
て
お
り
、
立
派
な

雄
に
成
長
し
て
い
た
こ
と
が
今
年

屈
い
た
鳥
類
観
測
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

報
告
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
へ
は
十
月
初
旬
に
北
海
道
、

東
北
地
方
に
渡
来
し
、
十
月
中
旬

に
は
北
陸
地
方
に
。
十
月
下
旬
頃

か
ら
十
一
月
初
旬
に
渡
来
の
ピ
ー

ク
が
あ
り
、
そ
の
後
の
十
一
月
下

旬
に
関
東
地
方
で
個
体
数
が
多
く

な
り
ま
す
。
柏
崎
や
大
潟
町
で
の

標
識
調
査
の
結
果
で
は
、
十
月
二

十
日
頃
か
ら
四
～
五
日
間
、
十
月

三
十
日
こ
ろ
か
ら
四
～
五
日
間
に

渡
来
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
ピ
ー
ク

の
ず
れ
は
一
～
二
日
位
で
す
。
鳥

躍
圧
旺
圧
旺
旺
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
匡
匠
圧
旺
圧
圧
旺
圧
圧
圧
圧
圧
圧
縄

一
新
し
い
戸
籍
は
正
し
い
字
で
・
↓

號
コ
ー
1
丑
I
I
l
刀
－
刀
コ
ー
コ
ー
1
］
ー
コ
ー
コ
ー
］
ー
コ
ー
1
謁

　
戸
籍
は
、
日
本
人
に
つ
い
て
の

身
分
関
係
を
登
録
・
公
証
す
る
公

文
書
と
し
て
重
要
な
も
の
で
す
か

ら
、
正
し
い
文
字
で
記
載
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
．

　
し
か
し
、
戸
籍
の
中
に
は
、
氏

名
が
誤
字
あ
る
い
は
俗
字
で
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
3
年
1
月
1
日

以
後
は
、
従
来
の
戸
籍
に
誤
字
・

俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
を

新
し
い
戸
籍
に
記
載
す
る
場
合
に

は
、
正
し
い
字
を
用
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

◎
新
し
い
戸
籍
に
は
、
正
し
い

　
字
で
記
載
し
ま
す
。

・
従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
字
・

　
俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に

　
つ
い
て
、
次
の
場
合
に
は
新
し

　
い
戸
籍
に
正
し
い
字
で
記
載
し

　
ま
す
。

　
㊦
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て

　
　
新
し
く
戸
籍
を
作
る
場
合

　
ω
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
っ
て
他

　
　
の
戸
籍
へ
入
籍
す
る
場
合

　
＠
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合

・
誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
で
記

載
す
る
場
合
に
ば
、
届
出
の
時

あ
る
い
は
戸
籍
に
記
載
し
た
後

に
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
俗
字
の
う
ち
、
　
「
高
」
と
か
「

崎
」
な
ど
、
一
定
の
範
囲
の
字

に
つ
い
て
は
、
従
来
の
ま
ま
記

載
し
ま
す
．

◎
申
出
に
よ
つ
て
正
し
い
字
に

訂
正
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
申
出
に
よ
っ
て
難
し
い
字
体
を

や
さ
し
い
字
体
に
直
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
戸
籍

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
盈
7
－
2
2
2
0
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の
渡
り
の
衝
動
を
発
生
さ
せ
る
要

因
は
、
日
照
時
間
に
よ
る
ホ
ル
モ

ン
の
影
響
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
渡
来
後
の
生
活
は
、
小
群
で
各

地
の
草
原
や
ア
シ
原
に
分
散
し
て

冬
を
過
ご
し
ま
す
が
、
こ
の
時
季

の
餌
は
イ
ヌ
タ
デ
、
ミ
ズ
タ
デ
、

冬♂
魏
熱

ハ
ナ
タ
デ
、
カ
ワ
ラ
タ
デ
、
エ
ノ

コ
ロ
グ
サ
、
イ
ヌ
ア
ワ
、
ノ
ビ
エ
、

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
、
ツ
ユ
ク
サ
な
ど

の
種
子
を
好
み
、
こ
の
ほ
か
シ
ャ

ク
ト
リ
ガ
の
幼
虫
、
ガ
ガ
ン
ボ
、

バ
ッ
タ
な
ど
も
よ
く
食
べ
ま
す
。

　
松
代
町
で
は
、
降
雪
で
餌
が
と

れ
な
く
な
る
ま
で
は
普
通
に
見
ら

圃♂
夏

難

カシラダカ

れ
ま
す
や
積
雪
で
餌
が
少
な
く
な

る
と
個
体
数
は
少
な
く
な
り
ま
す

が
、
少
数
が
残
っ
て
生
活
し
て
い

ま
す
や
そ
し
て
、
斜
面
な
ど
の
雪

の
少
な
い
と
こ
ろ
で
草
の
種
子
を

つ
い
ば
み
、
ホ
オ
ジ
ロ
に
似
た
声

で
、
チ
ッ
チ
ッ
チ
ッ
と
鳴
き
な
が

ら
小
群
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
サ
エ
ズ
リ
は
美
し
く
、
ピ
ピ
ピ

ピ
、
ピ
ィ
ヨ
、
ピ
ピ
ピ
ピ
、
ピ
イ

ヨ
、
ピ
ピ
ピ
イ
ヨ
、
チ
ィ
チ
ク
チ

ィ
チ
ク
と
鳴
き
ま
す
。
こ
の
声
は

ヒ
バ
リ
の
鳴
き
声
に
似
て
お
り
、

松
代
町
で
は
三
月
下
旬
頃
か
ら
四

月
に
か
け
て
、
日
当
た
り
が
よ
く

見
晴
ら
し
の
よ
い
高
木
の
上
部
に

大
群
を
作
っ
て
騒
々
し
い
位
に
鳴

い
て
お
り
ま
す
。
筆
者
は
、
千
年

か
ら
松
之
山
に
抜
け
る
道
路
脇
の

沢
で
、
毎
年
声
を
聞
い
て
お
り
ま

し
た
。

　
松
代
町
の
カ
シ
ラ
ダ
カ
を
い
つ

の
日
か
標
識
調
査
が
で
き
る
こ
と

を
夢
見
な
が
ら
こ
の
頃
を
終
わ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

鴨
［
コ
一
コ
【
コ
【
コ
【
コ
［
コ
【
］
【
コ
翼
コ
【
コ
曜
－
［
コ
［
コ
【
コ
【
コ
一
コ
【
コ
【
コ
【
コ
【
コ
星
コ
【
コ
曜
コ
匡
コ
巴
コ
曜
コ
【
コ
艦
コ
【
－
艦
コ
竃
コ
［
コ
［
コ
【
コ
【
コ
鷹
コ
【
－
艦
コ
匡
コ
曜
コ
【
コ
屡
コ
【
コ
【
コ
＝
コ
鳳
コ
【
コ
［
コ
【
コ
【
－
【
コ
【
コ
【
コ
【
コ
毒

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
年
末
．
年
始
の
防
犯
運
動
㎜

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ぎ
墨
コ
【
コ
≡
曇
≡
】
艦
妻
コ
箋
コ
箋
設
2
コ
【
…
5
5
【
コ
箋
コ
【
コ
［
…
5
5
5
…
】
一
コ
…
コ
箋
歪
曇
【
コ
【
コ
雪
【
2
［
…
盧
コ
…
雪
盧
…
≡
コ
5
≡
㍉

　
本
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
例
年
こ
の
時
期
に
は
、
心

の
ス
キ
を
ね
ら
っ
た
窃
盗
（
空
き

巣
・
忍
込
み
、
ス
リ
、
ひ
っ
た
く

り
等
）
や
詐
欺
（
悪
質
商
法
等
）

暴
力
犯
罪
等
の
発
生
が
多
く
な
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
警
察
で
は
、
1
2
月
11

日
か
ら
新
年
の
1
月
1
0
日
ま
で
を

「
年
末
年
始
の
特
別
警
戒
」
の
期

間
と
し
て
、
防
犯
組
合
や
関
係
機

関
・
団
体
と
協
力
し
て
、
犯
罪
や

事
故
の
防
止
に
万
全
を
期
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
一
人
一
人
が
防
犯
に

心
が
け
、
地
域
で
の
犯
罪
を
な
く

し
、
平
穏
で
楽
し
い
新
年
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。

　
年
末
年
始
は
　
忘
年
会
・
新
年

会
を
は
じ
め
何
か
と
お
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
な
り
、
飲
酒
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
や
酔
っ
ぱ
ら
っ
て

道
路
に
寝
込
み
車
に
ひ
か
れ
る
と

い
う
交
通
事
故
が
数
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
の
積
雪
・
凍
結
に

よ
る
ス
リ
ッ
プ
が
原
因
の
事
故
が

多
発
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
交
通
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
1
2
月
1
1
日

㈹
か
ら
新
年
1
月
1
0
日
㈲
ま
で
の

一
ヵ
月
間
実
施
し
ま
す
。

艇
鞭
床
崔
始
の
佼
通
事
蔵
備
止
煙
働

　
　
　
　
　
、

　
一
　
飲
酒
運
転
の
禁
止

　
一
　
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

　
　
冬
道
の
安
全
運
転
五
則

　
安
全
速
度
を
守
る
。

　
急
ハ
ン
ド
ル
等
の
急
激
な
操
作

　
を
避
け
る
．

上
と
す
る
．

　
く
見
て
早
め
に
徐
行
す
る
。

5
　
4
W
D
の
過
信
は
禁
物
。

ー
　
ス
ピ
ー
ド
ー
0
キ
ロ
ダ
ウ
ン
、

2
　
急
加
速
度
、
急
ブ
レ
ー
キ
、

3
　
車
間
距
離
は
通
常
の
2
倍
以

4
　
視
界
不
良
時
は
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お父“ん、お母“ん、罠く見て下“いネノ

麟購礁秘

　　ま　い
井上麻衣ちゃん

　5才寺田なかばやし

（蒲生保育園）

　　りょうた　’

高橋亮太くん

　5才莇平そうえもん

（松代保育園）

　　か　な
佐藤可菜ち・ん

　5才松代かわちや
（松代保育園）

魅力δる町づ（りに1

δ后た（ハ能力を発揮してε熔せんか！

I
I
I
I

■』冒8

8
　■一

　〇

一
一

心
一
＝
（

ロ
一
一

平成3年4月に採用する町職員採用試験を次のとおり実施します。

1　職員および採用予定人員

　　　　松代町一般行政事務 若干名

2　受一験資格
　　　　昭和36年4月2日から昭和48年4月1日までに生れた者で、高等学校卒業程度の学力

　　　を有する者

3　受験申込期限および場所

　（1）　申込期限　平成3年1月5日正午（郵送の場合も、締切日までに松代町役場で受け付

　　　　　　　けたものに限りますので、ご注意願います。）

　（2）ぐ申込場所　松代町役場総務課

　（3）　受験申込　次の書類を松代町役場総務課に提出してください。

　　　　①受験申込書1通　②履歴書1通　③写真3枚
　　　　（写真については胸上、脱帽、正面向き、タテ4cm×3cm　6か月以内に撮影したも

　　　　　の）

※　前記①および②の用紙については、松代町指定の様式で提出してください。

　　なお、上記書類は受験者本人が記入することとし、父兄等他の者が代筆したものは受け付

　けしません。

4　その他
　（1）、、．，不明な点は、総務課にお問い合わせください。

　（2）、一郵遺で受験申込書等を提出する場合は、封筒の表に「受験申込」と朱書し、、書留等、

　　　確実な方法をとってください。
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平成2年度第3回個人住宅資金融資申込
融　資　の　種　　類 募　　集　　期　　間 選考方法

一般住宅建設資金（一般貸付け）

平成2年11月13日（火）～

　平成2年12月7日（金）まで

受付日順

（無抽せん）

建売住宅購入資金

中㌧古住宅購入資金

都市・田　園住宅融資

住　　宅　　改　良　資　金

年金被保険者住宅資金融資

　　　　（併せ貸し）

平成2年11月13日（火）～

　平成2年12月7日（金）まで
抽　せ　ん

※詳細については住宅金融公庫（盈0272－32－6656）へお問い合わせ下さい。

　
骨
が
折
れ
た
ら

　
次
の
症
状
は
骨
折
か
ど
う
か
の

判
断
の
目
安
で
す
。

④
は
れ
る
．

◎
形
が
変
わ
っ
て
く
る
。

㊦
皮
膚
の
色
が
変
わ
っ
て
く
る
。

e
動
か
し
た
り
触
れ
る
と
激
し
い

　
痛
み
が
あ
る
．

㊨
動
か
せ
な
く
な
る
。

　
骨
折
し
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
時
は
、
骨
折
し
て
W
る
と

考
え
て
手
当
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

・
つ
。

①
骨
折
部
を
安
静
に
し
ま
す
。

②
副
木
（
添
え
木
）
を
当
て
、
動

関機療
朗

医
－

　
　
年

宅
2

在
職

細f

　
か
な
い
よ
う
固
定
し
ま
す
。

　
身
近
に
あ
る
板
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

新
聞
、
週
刊
誌
、
カ
サ
な
ど
も
副

木
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
ね
ん
ざ

　
足
首
、
・
手
首
、
指
な
ど
、
関
節

が
は
ず
れ
か
か
っ
て
も
と
に
戻
っ

た
も
の
で
す
．

①
や
た
ら
に
も
ん
だ
り
、
引
っ
ぱ

　
っ
た
り
し
な
い
こ
と
。

②
冷
水
、
氷
の
う
で
冷
や
し
ま
す
。

　
包
帯
や
三
角
巾
で
固
定
し
、
安

静
に
し
ま
す
。
手
は
つ
り
、
足
は

座
布
団
や
枕
の
上
に
の
せ
て
高
く

す
る
と
楽
に
な
り
ま
す
。

日 曜 医療機関名 電　話

16 日 室岡医院 02559－7－2151

23 日 松之山診療所 02559－6－2240

24 月 大正医院 02559－7－2011

29 土 保倉診療所 02559－4－3111

30 日 安塚診療所 02559－2－2023

31 月 浦川原診療所 02559－9－2510

平成3年1月

く
黛

　毛布・新聞紙などをはさむ

蟻，・蓼＼鋤

日 曜 医療機関名 電　話

1 火
牧村国民健康
　保険診療所所

0255－33－5045

2 水 菱里診療所 02559－3－2003

3 木 大正医院1 02559－7－2011

6 日 県立松代病院 02559－7－2100

13 日 室岡医院 02559－7－2151

15 火 浦川原診療所 02559－9－2510

20 日 松之山診療所 02559－6－2240

27 日 保倉診療所 02559－4－3111
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無
雪
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絶
体
に
必
要
と
な
り

ま
す
。
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近
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な
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す
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適
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々
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ま
す
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お
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承
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よ
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と
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◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Z　N　T　Tから②お知らせ　，　　　　　　Z
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1東京03地域の市内局番が元旦午　1
な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

茎前2時から4ケタに変わります　　s
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

S☆新しい市内局番はこれまでの市内局番のミ
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や

s頭に「3」をつけます　　　　　　　　s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剃　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　　　　　　叢　　　　　　　　　　　　　　　式　　　　　　　　　　　　　　方　　　　　　　　　　　　　鍼　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　叢　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　欝　　　　　　　　懸　　　　　　　鎌　　　　　　ヤ
　　　　　簿　　　　擦　　　繍　　楚　ぜ旨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　奪

　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

　　　　　　　　　　　　　　　　震　　　　　　　　　　　　　　　簸　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　魏

　　　　　　　　　　　　蘂

　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　灘　　　　　　　　難　　　　　　　灘　　　　　　麟　　　　　蕪　　　　譲　　　　ξ　　　蓬　　の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　　　　　　癬　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　　　　　　鐡　　　　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　　　　　ノ￥　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　X　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　く￥　　　　　　　　　カ　　　　　　　　す　　　　　　　ま　　　　　　懸　　　　　懸　　　　愚　　　鐵　　　儀　　辺レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐵　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　慧　　　　　　　　　　　　　　　騰　　　　　　　　　　　　　　違　　　　　　　　　　　　　　勘　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　障　　　　　　　　　　　故　　　　　　　　　　ず　　　　　　　　　か　　　　　　　　　つ　　　　　　　　が　　　　　　　気　　　　　　に　　　　　難難　　　　縷　　　醐　　総　　嚢

　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　￥　　　　　　　　　　　　　㌧　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　　下　　　　　　　　　　意　　　　　　　　　注　　　　　　　　　ご　　　　　　　　ら　　　　　　　か　　　　　　す　　　　　諜　　　　襲　　　鑛　　　撚　　叢
い
。　

な
お
、
町
内
の
資
源
活
用
に
山

毛
樫
は
ど
う
か
と
い
う
ご
意
見
で

す
が
、
最
近
は
自
然
保
護
の
立
場

か
ら
多
く
の
人
か
ら
へ
山
毛
樫
は

環
境
保
全
の
た
め
に
も
森
や
林
を

そ
の
ま
ま
保
存
す
べ
き
だ
と
の
ご

意
見
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
け
び
の
蔓
や
竹
に
つ

い
て
は
、
特
産
品
を
産
み
出
す
材

料
と
し
て
は
量
に
乏
し
い
と
の
ご

指
摘
も
あ
り
ま
す
が
、
熟
年
や
古

老
の
技
術
を
生
か
し
た
「
ぬ
く
も

り
」
を
感
じ
る
特
産
品
の
開
発
を

大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　換　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　　　　　霧麟　　　　　　　　　　　　　　麟難　　　　　　　　　　　　ヤ露　　　　　　　　　　ダイ　　　　　　　　　い　　　　　　　　違　　　　　　　閣　　　　　　醗　　　　　驚　　　　灘　　　簿　　瀬　☆s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　鯉　　　　　　　　　　　　　　癒　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　蓬　　　　　　　　　　　薙　　　　　　　　　　燃　　　　　　　　　　謙　　　　　　　　　癒　　　　　　　　灘　　　　　　　鍛　　　　　　懇　　　　　難　　　　灘　　　撚　　機

◆

◆

◆　 ◆◆◆◆◆　 ◆　 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◇◆◆◆◇◆◆◆◆◆
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短
大
を
卒
業
し
て
病
院
に
勤
め

始
め
て
一
年
と
九
ヶ
月
に
な
り
ま
す
。

　
病
院
と
い
え
ば
看
護
婦
さ
ん
を

連
想
さ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
私
は

臨
床
検
査
技
師
で
す
。
　
『
お
前
病

院
で
何
し
て
ら
ー
と
？
』
と
聞
か

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
の
場

を
借
り
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
の
仕
事
は
　：

　：

　：

　O

須
貝
由
美
子
さ
ん

　
　
　
（
北
蒲
中
条
町
出
身
）

　
私
は
松
代
病
院
の
検
査
室
で
検

尿
、
検
便
、
血
液
検
査
、
心
電
図
、

細
菌
検
査
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
人
の
体
か
ら
出
る
も
の
や
情

報
を
分
析
す
る
の
が
仕
事
で
す
の

で
、
あ
ま
り
き
れ
い
な
職
業
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
『
よ
く
平
気
だ
ね
』

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
大
学
の
三
年

間
で
徐
々
に
普
通
の
女
の
子
の
目

か
ら
検
査
技
師
の
目
に
変
わ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
大
学
に
入
る
と
す
ぐ
、
ウ
シ
ガ

エ
ル
の
解
剖
観
察
が
あ
り
、
続
い

て
採
血
実
習
。
緊
張
で
手
が
震
え

た
も
の
で
し
た
。
耳
た
ぶ
か
ら
の

採
血
の
時
は
、
何
度
も
や
る
の
で

傷
だ
ら
け
。
（
嫁
入
り
前
な
の
に
。
）

心
電
図
や
脳
波
も
お
互
い
と
り
合

っ
て
練
習
し
ま
し
た
。
動
物
を
使

っ
た
実
験
も
あ
り
、
使
っ
た
鶏
を

チ
キ
ン
カ
レ
ー
に
し
て
食
べ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
細
菌
実
習
で
は

本
物
の
赤
痢
菌
や
コ
レ
ラ
菌
を
使

う
の
で
、
下
痢
を
す
る
と
、
　
「
も

し
や
…
」
と
冷
汗
を
か
い
だ
も
の

で
す
。
毎
日
遅
く
ま
で
実
習
に
追

わ
れ
、
　
”
女
子
大
生
”
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
充
実
し
た
学
生

時
代
で
し
た
．

　
苦
し
そ
う
な
患
者
を
前
に
し
て

も
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
自
分

が
情
け
な
く
て
、
看
護
婦
だ
っ
た

ら
な
あ
と
何
度
も
思
い
ま
し
た
が
、

検
査
結
果
を
正
確
に
速
く
出
す
こ

と
で
患
者
を
早
く
楽
に
し
て
あ
げ

ら
れ
る
の
だ
し
、
そ
れ
が
私
の
役

目
な
の
だ
と
考
え
て
か
ら
こ
の
仕

事
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
知
識
も
技
術
も
半
人

前
の
私
で
す
が
、
今
は
こ
の
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
松
代
病
院
で
上
司
に

も
恵
ま
れ
、
の
び
の
び
と
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
勉
強
し
な
く
て
は
！
と
思
い
つ

つ
、
寮
の
仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り
を

し
て
今
夜
も
更
け
て
ゆ
き
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
今
年
も
木
枯
ら
し

の
吹
く
寒
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

今
冬
の
除
雪
計
画
も
決
ま
り
、
町

で
は
皆
さ
ん
の
足
の
確
保
の
た
め

万
全
の
体
制
で
望
ん
で
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
小
学
校
の
こ
ろ
習

っ
た
「
た
き
火
」
と
い
う
歌
で
は
、

北
風
は
「
ピ
ー
プ
ー
」
吹
く
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
の

で
す
が
、
最
近
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

　
今
年
あ
た
り
は
意
外
と
「
ピ
ー

ヒ
ャ
ラ
　
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
」
な
ん
て
、

忘
・
新
年
会
で
吹
き
荒
れ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
楽
し

い
冬
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
パ
チ
ン
コ
で
大
負
け
し
た
あ
な

た
も
、
株
の
暴
落
で
マ
イ
ッ
タ
と

い
う
リ
ッ
チ
な
方
も
、
最
近
小
じ
・

わ
が
気
に
な
る
奥
様
も
、
は
た
ま
た

成
績
の
下
が
っ
た
君
も
、
そ
ん
な

こ
と
は
み
ん
な
忘
れ
て
「
ピ
ー
ヒ

ャ
ラ
　
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
」
と
愉
快
に

や
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
来
年
に

期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
は
良
い
お
年
を
！

　
　
戸
籍
の
窓
口

　
騰
紛
月
麗
日
～
”
月
鱒
日
受
付
）

げ
ん
き
な
叢
疑
薪
に
（
出
生
）

　
　
か
な
き

相
沢
心
樹
欝
　
栄
一
・
護
ず
え
さ
ん

　
　
　
　
（
長
男
・
太
平
・
糀
屋
）

　
　
ゆ
　
か
　
η

　
　
　
　
（
長
女
・
蒲
生
・
細
川
）

　
　
　
潔
い

　
（
長
男
・
小
荒
葎
・
き
ぜ
ん
）

　
　
（
畏
女
・
窒
野
・
沖
野
屋
）

鐙
冥
福
を
祈
り
濠
す
（
死
贈
）

　
　
　
　
　
ハ
松
代
・
寺
の
下
）

　
　
　
　
　
　
霧
生
・
囲
端
）

　
　
　
　
（
蓬
平
・
五
左
エ
門
）

　
　
　
　
　
（
儀
明
・
甚
次
郎
）

　
　
　
　
　
（
小
荒
戸
・
善
助
〉

　
　
　
　
　
織
華
島
・
』
坂
の
下
）

小
堺
友
香
婁
欝
　
隆
至
惑
リ
テ
ス
さ
ん

高
橋
　
爽
雑
　
重
太
・
美
智
子
さ
ん

衛
雲
灘
轡
ち
謬
隆
・
香
購

鈴
恭
蓬
サ
さ
ん
　
　
　
麗
歳

幽
岸
誠
心
さ
叢
　
　
　
雛
歳

拳
堺
濱
数
郎
さ
駕
　
　
総
歳

仲
村
灘
羅
濤
　
　
　
解
歳

五
撫
嵐
難
箋
飛
　
　
雛
歳

柳
　
ハ
叛
．
驚
　
　
簾
歳
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文
　
一
、
勘
に
姦

　
　
　
　
　
　
　
　
霞
一
塑

　
　
　
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
含
、
C

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
’
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

短
歌
山
芋
掘
り

　
　
　
　
　
　
　
草
野
和
作

こ
の
峠
越
え
て
征
き
た
る
兵
ら
あ

り
芋
掘
る
山
に
り
ん
ど
う
は
咲
く

離
村
の
友
と
来
た
る
こ
と
あ
り
減

反
の
沢
に
今
年
も
山
芋
を
掘
る

休
耕
の
長
く
続
き
し
棚
田
な
り
雑

木
を
わ
け
て
山
芋
を
掘
る

山
芋
を
掘
る
手
休
め
て
見
透
か
せ

　
　
　
　
　
　
あ
け
ぴ

ば
雑
木
の
間
に
通
草
垂
り
た
り

　
俳
　
句

風
起
り
樫
落
葉
の
地
に
舞
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

黄
葉
せ
し
銀
杏
大
樹
の
古
刹
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

鶏
頭
の
鮮
や
か
に
し
て
人
住
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

穂
芒
の
か
さ
／
＼
鳴
り
て
風
乾
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

出
稼
ぎ
の
家
早
々
と
雪
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

雪
囲
梯
子
大
小
使
い
分
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

枯
萱
の
共
に
乱
れ
て
白
く
ゆ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

子
等
の
菊
飾
り
分
校
文
化
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

出
稼
の
村
十
三
戸
雪
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

待
つ
人
の
遅
し
お
で
ん
の
よ
く
煮

え
て
　
　
　
　
　
　
世
香

出
稼
の
父
を
見
送
る
枯
野
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

寝
つ
か
れ
ず
聞
く
と
は
な
し
に
虫

を
聞
く
　
　
　
　
　
　
去
　
水

庭
石
に
丸
太
を
添
え
て
雪
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

と
　
こ
　
ろ

野
老
掘
り
獣
歩
き
に
鶏
伝
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

手
椀
ぎ
し
て
一
個
お
ま
け
の
り
ん

ご
買
う
　
　
　
折
人

初
猟
の
音
こ
だ
ま
し
て
村
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

秋
天
に
杭
打
つ
音
の
ひ
び
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

み
そ
さ
ざ
い
杉
の
葉
と
う
に
落
ち

尽
く
す
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

暮
れ
な
ず
む
湯
宿
に
紅
葉
迫
り
来

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

鰍や鰭勲
　曲才寸’　爪

恥嘩鰻↓
δ・　　　　　11－1

じ　　 リロじ　　　　　　　　　 ルごレ

　“し、一二，鞭

零
　ワ　　　よゐ1”え　　　　

≡i

　　　し　　　ツし1は　　　　　o　　Zノ　の
　
　
　
て

＼
’
り

t
い
の
　
　
ノ

　
デ
に
　
　
　
”
・

吻／／∫1一一
ラ

　
　
曳
、
〃

お
は
あ

　
｛
5
や
／
～

誘
金

ぢ
ょ
う
た
い

　
タ
メ

／
タ
メ
＼

　
　
　
駄
，

福
沢
さ
ま
モ

↑
新
渡
戸
さ
ま
毛

百
文
目
t
ま
も

し
ヤ
て
か
し
し
の
よ
｝
ッ

　
　
　
　
く

硲
、
〔
。

　
　
　
　
鎌

　
　
コ
、

z

野
に
な
る
実

　
　
　
ア
　
　
オ
　
　
キ

　
ひ
ろ
く
庭
木
と
し
て
植
え
ら
れ

る
雌
雄
異
株
の
常
緑
低
木
で
あ
る
。

　
葉
は
長
さ
1
0
～
1
5
セ
ン
チ
の
長

い
楕
円
形
で
相
対
し
て
つ
き
、
へ

り
に
ギ
ザ
ギ
ザ
が
あ
っ
て
厚
く
、

光
沢
に
富
む
。
春
、
枝
先
に
緑
色

か
ら
紫
色
を
お
び
た
小
さ
な
花
が

た
く
さ
ん
つ
き
、
花
が
終
わ
る
と
、

b
～
加
セ
ン
チ
の
楕
円
の
実
が
つ

き
、
冬
の
間
に
熟
し
．
て
美
し
い
赤

色
に
な
る
。

　
我
国
特
産
の
ア
オ
キ
は
、
そ
の

名
の
示
す
よ
う
に
葉
が
年
中
青
々

と
し
て
い
て
、

貌

　　　．濾．転『．黙ζチ

遜　舌〆　．難
捗室！、弄漉㎏町・・懸執．・匪一・藍・

ノ義
寒・

日
か
げ
で
も
よ
く

育
ち
、
虫
害
に
も

煤
煙
に
も
強
く
、

寒
さ
に
も
よ
く
耐

え
る
。
つ
や
や
か

な
葉
の
緑
と
、
冬

に
実
る
赤
い
実
と

の
鮮
烈
な
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
と
て
も

美
し
い
．

654321
團

　
　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
第
一
手
目
に
、
何
か
捨

　
　
て
て
く
だ
さ
い
。

　
　
田
分
で
2
級
、
5
分
で
二
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
銀
銀

一
二
三
四
五
六
七
八
九

彰

雛

乎

等

正

歩

呈

馬

竜
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